
令和８年度 第１学年 技術・家庭科（技術分野） 年間指導計画    

月 時数 単   元 
観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 の 観 点 

ＩＣＴの活用 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４  １ ・技術分野のガイダンス ・材料と加工の技術の概念につい 

 て理解している。 

・タブレット機器を有効に活用で 

 きる。 

・安全な活動には、何を意識す 

るのかを考える。 

・材料と加工の技術の最適化に 

ついて考えている。 

・３年間の技術分野の学習に見通 

 しを持ち、主体的に学習に取り 

組もうとしている。 

電子黒板 

タブレット 

 ４ Ａ材料と加工の技術 

・材料について 

・身の回りの製品の材料の特性と 

材料に適した加工方法について 

理解している。 

・木材、金属、プラスチックなどの 

特性とそれを生かした利用方法 

について理解している。 

・木材、金属、プラスチックの特 

性について調べ、どのような製 

品に利用されているか、またな 

ぜその材料かを考え、まとめ 

る。 

・材料と加工の技術について考 

え、使用目的や使用条件に合わ 

せて、最適な材料が選ばれてい 

ることに気付く。 

電子黒板 

タブレット 

５ 

 ３ ・工具や機器の選択 

・工具や機器を安全に使用する 

方法や安全のための決まり 

・加工に応じた工具や機器につい

て理解している。 

・材料と加工の技術に込められた 

工夫を読み取り、「技術の見方・ 

考え方」に気付くことができ

る。 

・問題解決の工夫について考え 

る。 

・身の回りの製品が材料と加工の 

技術によって最適化されてい 

ることに気付く。 

電子黒板 

タブレット 

６  ３ ・材料と加工の技術の工夫 ・材料と加工の技術の工夫を理解 

している。 

 

・身のまわりの問題は何かを考 

え、課題の解決方法を考えるこ 

とができる。 

・問題点を発見し、課題を整理で 

きる。 

電子黒板 

７  ３ ・製作品の構想 

・製図の方法 

・製図の決まり 

・製作に必要な図の描き方を理解 

し、図に表すことができる技能を 

身に付けている。 

・効率的な作業手順を考えること

ができる。 

 

 

・「技術の見方・考え方」を働かせ 

て、問題を発見し、自分の課題 

を設定する力を身に付けてい 

る。 

・新しい考え方や捉え方によっ

て、知的財産を創造するととも

に、他者のアイディアを尊重

し、それらを保護・活用しよう

としている。 

・製図の決まりを理解し、製作図 

 を読み取れる。 

電子黒板 



９  １ ・工具、道具の使い方を学ぶ ・工具・道具の使用方法、及びそ 

の特徴に関する知識、理解があ 

る。 

・工具・道具を正しく安全に使用す 

ることができる。 

・工具、道具の特徴を理解し、正 

しい工具、道具の使用について 

安全を配慮して選択すること 

ができる。 

・他者と協働して、取り組もうと 

している。 

電子黒板 

９ 

10 

11 

12 

１ 

１７ ・板材を利用した製品製作 ・安全、適切な製作や検査、修正を 

することができる技能を身に付 

けている。 

・修正が必要な際に、最適解の修正 

を考え、実行できる。 

・材料と加工の技術の最適化につ 

いて考えている。工具や機器の 

取り扱いでは、安全を徹底さ 

せ、適切な使い方ができる。 

・よりよい生活の実現や持続可能 

な社会の構築に向けて、材料と 

加工の技術を工夫し創造しよ 

うとしている。 

電子黒板 

２  １ ・製作のまとめ 

・技術と私たちの生活について 

考える 

・材料と加工の技術の概念につい 

て理解している。 

・よりよい生活の実現や持続可 

能な社会の構築に向けて、材 

料と加工の技術を評価し、適 

切な選択、管理、運用、改 

良、応用について考えている｡ 

・よりよい生活の実現や持続可能 

な社会の構築に向けて、材料と 

加工の技術を工夫し創造しよ 

うとしている。 

電子黒板 

タブレット 

 ２ Ｃ生物育成の技術 

 ・生物育成の技術 

 ・生物育成計画 

「ミニトマトの栽培」 

・生物を育てる技術の目的につい 

て理解している。 

・植物の成長の状態に合わせて、適 

切な管理作業を行う技能を身に 

付けている。 

・健康に育成するために、生育に 

適した時期や生育状況を見な 

がら、目的に応じて作物やその 

周辺に手を加えることの必要 

性を考えている。 

・主体的に生物育成の技術につい 

て考えようとしている。 

・他者と協働して、粘り強く取り 

組もうとしている。 

電子黒板 

タブレット ３ 

３５時間 評価の方法 ・製作作業 ・行動観察 ・授業中の発言 ・タブレットの活用 ・授業の振り返りシートの記入と提出 ・定期考査 

・レポートの提出 ・ノートの記入と提出 ・プリント記入と提出 ・生物育成計画 ・生物育成記録  

 


